
総合特別区域評価・調査検討会における評価結果（平成24年度）の概要

２．分野等別状況 （１）国際戦略総合特区（6/7）
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±0.00
・ライフ分野に比べ、グリーン分野の取組がやや成果面で後れを取っている
（※1）。
・ライフ分野とグリーン分野の連携の構造が見えない。多くの活動が推進さ
れている点は評価されるが、全体を統括する仕組み（※2）が十分に説明さ
れていない。

・全般的な研究は進んでいるが、実用化の段階で今のところ停滞している
印象を受けた。また、目標達成度の考え方等（※3）に再検討の余地がある。

※1：＜ライフ分野＞世界における輸入医薬品市場シェアの拡大（H24目標）1.36％、
（実績）1.14％、進捗度84% 等

＜グリーン分野＞関西のリチウムイオン電池の生産額（H24目標）3,320億円、
（実績）1,726億円、進捗度52% 等

※2：当該特区では、先端的なシーズや研究成果をいち早く実用化し、市場化に結
びつけるイノベーションを次々に生み出す世界レベルの仕組み「イノベーショ
ンプラットフォーム【企業や地域単独では解決できない政策課題について、府
県域を越えて資源を集中化して取り組むことで、次々にイノベーションを創出
することにより実用化・市場化を図っていく仕組み】」を構築することを予定。ラ
イフ分野とグリーン分野でそれぞれプラットフォームを構築し、成果品につい
ては、関西国際空港や阪神港などの物流インフラをライフ、グリーン共通で活
用し、国内外の市場に流通させることとしている。

※3：４つの評価指標（①世界における輸入医薬品市場シェアの拡大、②世界にお
ける輸入医療機器市場シェアの拡大、③関西のリチウムイオン電池の生産額、
④関西の太陽電池の生産額）全てについて、平成24年の実績値が基準年
（平成22年）の実績値を下回っているが、進捗度を目標値に対する比率で算
出している。また、基準年から低下した原因が十分に解明されていない。

*1）「正」とは正評価、「準」とは準評価を意味する。 *2）「Ⅲ」については、「地方公共団体による総合評価の状況」についても評価している。

◆評価書はこちら ◆評価結果はこちら

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/jigo_hyouka/h24/p1/self_kokusai_6.pdf
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/jigo_hyouka/h24/p2/kekka_kokusai_6.pdf

	表紙
	全体状況
	（１）国際戦略総合特区
	（２）地域活性化総合特区
	①グリーン・イノベーション分野
	②ライフ・イノベーション分野
	③アジア拠点化・国際物流分野
	④観光分野
	⑤農林水産業分野
	⑥まちづくり分野
	
	表紙
	全体状況
	（１）国際戦略総合特区
	（２）地域活性化総合特区
	①グリーン・イノベーション分野
	②ライフ・イノベーション分野
	③アジア拠点化・国際物流分野
	④観光分野
	⑤農林水産業分野
	⑥まちづくり分野




